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（
保
管
証
の
交
付
を
要
し
な
い
場
合
）

第
十
七
条

遺
言
書
保
管
官
は
、
遺
言
者
が
、
法
第
四
条
第
一
項
の
申
請
に
基
づ
い
て
遺
言
書
の
保
管
を
開
始
し
た
時

か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
保
管
証
を
受
領
し
な
い
と
き
は
、
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
遺
言
者
に

対
し
、
保
管
証
を
交
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た

保
管
証
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
遺
言
書
の
保
管
の
申
請
の
却
下
の
方
式
）

第
十
八
条

遺
言
書
保
管
官
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
申
請
を
却
下
す
る
と
き
は
、
決
定
書
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
申

請
人
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
交
付
は
、
当
該
決
定
書
を
送
付
す
る
方
法
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

遺
言
書
保
管
官
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
申
請
を
却
下
し
た
と
き
は
、
遺
言
書
及
び
添
付
書
類
を
還
付
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
偽
造
さ
れ
た
添
付
書
類
そ
の
他
の
不
正
な
申
請
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
疑
い
が
あ
る
添
付
書
類

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
遺
言
書
の
保
管
の
申
請
の
取
下
げ
）

第
十
九
条

法
第
四
条
第
一
項
の
申
請
の
取
下
げ
を
し
よ
う
と
す
る
申
請
人
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
取
下
書
を
遺
言

書
保
管
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
取
下
げ
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
申
請
に
基
づ
い
て
遺
言
書
の
保
管
が
開
始
さ
れ
た
後
は
、
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

３

申
請
人
が
第
一
項
の
取
下
げ
を
す
る
と
き
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
申
請
を
し
た
遺
言
書
保
管
所
に
自
ら
出
頭
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
五
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

４

遺
言
書
保
管
官
は
、
第
一
項
の
取
下
げ
が
さ
れ
た
と
き
は
、
遺
言
書
並
び
に
申
請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
を
還
付

す
る
も
の
と
す
る
。
前
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
遺
言
書
に
係
る
情
報
の
管
理
の
方
法
）

第
二
十
条

遺
言
書
保
管
官
は
、
遺
言
書
に
係
る
情
報
の
管
理
を
す
る
に
は
、
第
十
一
条
第
一
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ

る
事
項
を
も
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

遺
言
者
に
よ
る
遺
言
書
の
閲
覧
の
請
求
手
続
等

（
遺
言
者
に
よ
る
遺
言
書
の
閲
覧
の
請
求
の
方
式
）

第
二
十
一
条

法
第
六
条
第
三
項
の
請
求
書
は
、
別
記
第
四
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
四
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
第
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

二

手
数
料
の
額

三

請
求
の
年
月
日

四

遺
言
書
保
管
所
の
表
示

（
遺
言
者
に
よ
る
遺
言
書
の
閲
覧
の
方
法
）

第
二
十
二
条

法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
遺
言
書
の
閲
覧
は
、
遺
言
書
保
管
官
又
は
そ
の
指
定
す
る
職
員
の
面

前
で
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
遺
言
者
に
よ
る
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
の
閲
覧
の
請
求
の
方
式
）

第
二
十
三
条

第
二
十
一
条
の
規
定
は
、
令
第
四
条
第
三
項
の
請
求
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
遺
言
者
に
よ
る
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
の
閲
覧
の
方
法
）

第
二
十
四
条

令
第
四
条
第
一
項
の
法
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
次
に

掲
げ
る
事
項
を
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

一

法
第
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

二

第
十
一
条
第
一
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項

２

第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
遺
言
書
保
管
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

（
遺
言
書
の
保
管
の
申
請
の
撤
回
の
方
式
）

第
二
十
五
条

法
第
八
条
第
二
項
の
撤
回
書
は
、
別
記
第
五
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
撤
回
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
四
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
第
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

二

撤
回
の
年
月
日

三

遺
言
書
保
管
所
の
表
示

（
遺
言
書
の
保
管
の
申
請
の
撤
回
書
の
添
付
書
類
）

第
二
十
六
条

法
第
四
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
る
場
合
（
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当

該
変
更
に
係
る
届
出
が
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。）に
お
け
る
法
第
八
条
第
二
項
の
法
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、

当
該
変
更
を
証
明
す
る
書
類
と
す
る
。

（
遺
言
書
等
の
返
還
の
手
続
）

第
二
十
七
条

遺
言
書
保
管
官
は
、
法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
遺
言
書
を
遺
言
者
に
返
還
す
る
と
き
は
、
当
該

遺
言
書
を
受
領
し
た
旨
を
記
載
し
た
受
領
書
と
引
換
え
に
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。

２

遺
言
書
保
管
官
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
翻
訳
文
を
保
存
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
八
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
遺
言
書
を
遺
言
者
に
返
還
す
る
と
き
は
、
当
該
翻
訳
文
に
つ
い
て
も
当
該
遺
言
者
に
返
還
す
る
も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
遺
言
者
の
住
所
等
の
変
更
の
届
出
の
方
式
）

第
二
十
八
条

令
第
三
条
第
三
項
（
第
三
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
届
出
書
は
、
別
記
第
六

号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
四
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

二

法
定
代
理
人
に
よ
っ
て
届
出
を
す
る
と
き
は
、
当
該
法
定
代
理
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
定
代

理
人
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三

届
出
人
又
は
法
定
代
理
人
の
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先

四

令
第
三
条
第
一
項
の
変
更
が
生
じ
た
事
項

五

届
出
の
年
月
日

六

遺
言
書
保
管
所
の
表
示

（
遺
言
者
の
住
所
等
の
変
更
の
届
出
書
の
添
付
書
類
）

第
二
十
九
条

令
第
三
条
第
三
項（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
法
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、

次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

変
更
が
生
じ
た
法
第
四
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
変
更
が
生
じ
た
第
十
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
）
を
証
明
す
る
書
類

二

届
出
人
の
氏
名
及
び
出
生
の
年
月
日
又
は
住
所
と
同
一
の
氏
名
及
び
出
生
の
年
月
日
又
は
住
所
が
記
載
さ
れ
て

い
る
市
町
村
長
そ
の
他
の
公
務
員
が
職
務
上
作
成
し
た
証
明
書
（
当
該
届
出
人
が
原
本
と
相
違
が
な
い
旨
を
記
載

し
た
謄
本
を
含
む
。）

三

法
定
代
理
人
に
よ
っ
て
届
出
を
す
る
と
き
は
、
戸
籍
謄
本
そ
の
他
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
で
作
成
後
三
月

以
内
の
も
の

（
そ
の
他
の
変
更
の
届
出
）

第
三
十
条

遺
言
者
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
遺
言
書
が
遺
言
書
保
管
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お

い
て
、
第
十
一
条
第
一
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
遺
言
書
保
管
官
に
届

け
出
る
も
の
と
す
る
。

２

令
第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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